
平成 24 年 11 月 

全国女性造園技術者の会 役員会 

 

東日本大震災被災地支援活動について 

 

全国女性造園技術者の会では、今年度から東日本大震災被災地支援活動に取組んでいま

す。本活動については、総会以降に具体化したため、これまで会員の皆さんに情報提供が

ありませんでした。この度、具体の活動の方向がある程度まとまりましたので、これまで

の経緯を報告すると共に、今後の進め方に対するご意見、この活動へ協力いただける方を

募りたくお知らせいたします。 

 

＜経緯＞ 

全国女性造園技術者の会では、平成 24 年 5 月に開催された総会において、以下の活動予

定が承認されました。 

「東日本大震災から 1 年余り、被災地を訪ねる機会等を設け、造園技術者の役割や緑の

もつ意味や支援方法等を考える機会を持ちます。」 

 

 その後役員会を中心に支援のあり方など検討していた折、7 月上旬に岩手県大船渡市に地

縁のある会員山田麻衣子さん（元岩手県在住）が被災地の友人とのメールのやり取りで、

酔仙酒造のサクラの支援を要望され、会の HP 検討部会の Facebook グループ内、役員会メ

ーリングリストで同被災地支援について意見を募ったところ、協力の姿勢を示す意見が会

員から多数出ました。 

これを受け、７月 28 日の役員会において、酔仙酒造を始めとする大船渡地域の支援に会と

してどのように取り組むかを検討。予備費から 25 万円を限度に予算措置を決定し、代表 2 名ほ

どで現地視察酔仙酒造・打ち合わせを行い、対応を検討することとしました。 

9月 22日に代表として東京ブロックの井上花子さん、大橋尚美さんの 2名が現地へ赴き、山田さ

んと合流し、現地確認と酔仙酒造の担当者と直接打合せを行いました。 

 

＜今後の進め方＞ 

①支援の方向と予定 

陸前高田にあったかつてのサクラの名所酔仙酒造工場（津波で全壊）のサクラを大船渡に再建

した新工場に復元し、地域の復興のシンボルとするため、以下について会として支援することを検

討しています。なお、この件に関しては、一企業への支援にとどまらぬよう、地元コミュニ

ティの活性化や地元造園業の振興等にもつながっていくことに配慮します。 

ⅰH24年度の具体の支援の形 

「大船渡の工場・蔵の外周の造園計画を検討し、その計画をプレゼントする」ことを支

援の方針として進める。 

ⅱ今後の予定 

24 年１2 月末～25 年 1 月頃 計画案を提出予定。 



成果品イメージ：「大船渡蔵の造園計画」Ａ３×5～6Ｐ程度 

②次年度予算計上について 

来年度予算のうち、２５万円を予算措置する提案。 

（来年度総会以前に支出の可能性があるため） 

③来年度総会・交流会の開催 

大船渡の現地を訪問し植樹などをすることを前提に検討を進めます（可能であれば総

会・交流会開催と時期を合わせる）。 

 

＜意見等の連絡先＞ 

今後の進め方(前項①②③)の提案について、会員の皆さんの了解をいただき進めて行く所

存です。本案に対しご意見のある方は 11 月 30 日までに下記までお寄せください。（なお期

日まで返答のない場合は、了解されたものとし扱わせていただきます） 

同時に提案①に参画・協力いただけるメンバーを募集します。同じく下記までご連絡く

ださい。 

《参加、協力方法の例示》 

・成果品作成への参画 

・東京で開かれる検討会等への参加 

・（別途お知らせしているとおり、今般運用を開始する）Facebook グループ（SNS）を

利用した意見交換                         など 

 

 

 

 

 

 

ご意見返送シート ご意見のある方は 11 月 30 日までに送って下さい。 

氏名              住所 

連絡先 TEL           メールアドレス 

①支援の方向と予定につい

て 

 

 

 

②次年度予算計上について 

 

 

 

③来年度総会・交流会の開催 

について 

 

 

①への参画・協力について 

 

 

 

 

意見等の宛先：会長 仲 

メール：green.web.1990@gmail.com（HP の代表アドレス） 

                                 締め切りました 

 

 

http://jp.mc1007.mail.yahoo.co.jp/mc/compose?to=green.web.1990@gmail.com


《参考》 酔仙酒造株式会社 打ち合わせ記録  

  日 時：平成 24年 9月 22日（土） 13：00～ 

  場 所：酔仙酒造株式会社 大船渡蔵 

（〒022-0004岩手県大船渡猪川町字久名畑 110-1） 

  出席者：常務取締役 今野 連氏、総務課 課長代理 村上 雄樹氏 

      阿部造園 阿部氏、 

全国女性造園技術者の会（以下、全女技）井上花子、山田麻衣子、大橋尚美 

           

  □全女技より 今回の調査主旨について 

   酔仙酒造さんが希望されている「桜の植栽」等について、直接話を伺い現地を見て、

当会としてどのような支援ができるか、検討し酔仙酒造さんに何らかの提案をする

こと。 

 

 □酔仙酒造さんより 

 ・陸前高田では会社の敷地内、外周道路にソメイヨシノが沢山あり、   

その開花時に地域の皆さんに庭を開放し「花見の会」を行っていた。 

   今回竣工した大船渡の工場は敷地が狭く、陸前高田のような庭での 

花見はできないが、桜の花など植え、工場・蔵機能だけでなく、一般

購入者が立ち寄れる場所としたい。そのためにも工場・蔵の外周に花

木などを植えたいが、「樹木や景観のことなど私たちにはわからない

ので、専門家の知恵を借りたい」何をどうすれば良いのか教えてほし

い。 

  ・他からも 桜の樹木を寄付したい等 幾つか話が来ているが、今は待

ってもらっている。 

  ・陸前高田の新社屋計画の相談に乗ってもらおうかと思ったが、その土

地は近隣の学校の運動場に貸す為、しばらく工場はつくれない。また、

陸前高田は今後何ｍも盛土する計画であり、そこでの工場再開はいつ

になるかわからない。 

  ・大船渡の敷地境界について、どこまで酔仙が使える土地かは後日図面

を送るのでそれで確認のこと。 

 

■今後の検討方針について 

 現地見学、打ち合わせ後 以下のような検討アイデアが出た。 

図面＋写真（現況報告）を参照のうえ、検討のこと。 

  ・検討 1）シンボルとなる桜等の樹木、植え付けの寄付をする。 

・検討 2）大船渡の工場・蔵の外周の造園計画を検討し、その計画をプレゼントする。 

    （苗木等戴いた場合でも 植える場所を迷わない。将来段々と皆で庭をつく

ってゆく為の、社員皆さんの共通認識の『酔仙の庭本』） 

  ・検討 3）正面玄関の両側に 酒蔵のイメージの象徴の坪庭の計画・樹木・植え付け

の寄付をする。 

      （良い酒をつくる水を象徴した、既存の蹲を利用したイメージ、寒い時に始

める仕込みをイメージした 梅の木など） 

 

今後、全女技会にて方針を検討の上、結果を酔仙酒造㈱に伝えること。 

 （酔仙酒造さんは 検討 2）のようなものを希望されている）    記録・大橋 

陸前高田の花見風景 

陸前高田、酔仙敷地の現状 

桜は１本も残っていない 


